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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

外部講師とともに、園の活動や行事にも合わせながら活動を行う。戸外で出来る時は園庭に

出て行い、夏場は室内に広い環境を作って活動をする。

〈準備物〉ボール・フラフープ・動物や色などの写真（A４での印刷物）

毎週1回、月4回を目安に幼児クラスで活動を行う。

親子で楽しむことが出来るように6月・10月に乳児クラスで親子フォニックスコーディネー

ションという活動を行う。

江東区塩浜2-6-2

社会福祉法人つぼみ会

フォニックスコーディネーション　英語

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

英語と身体活動を取り入れた活動を行うことで、子どもたちにより身近に英語を感じ、興味を持っても

らえるようにして、小学校への英語の活動にも繋げていく。知っている歌を英語で歌ったり、色や動物

等身近でよく知っているものを英語で耳にしたりすることで、自然と発語に繋げていけるように、テー

マを設定した。

また、乳児クラスでは親子での活動として取り入れ、幼児クラスの活動を知ってもらったり、乳児期か

ら英語に触れあうことが出来る環境を用意するため、活動を行う。

66-1298

LIFE SCHOOL 塩浜 こどものいえ



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

年少も始めから参加できていることが多く、周りの年上児の活動を見ながら真似して活動が

出来ていた。振り返りを外部講師と行う中で、子ども一人一人にスポットライトを当てて、

以前は参加が難しかった子が見本として先生役をしたり、アイデアを出したりと振り返りを

することができ、個々の成長も共有することが出来た。

少しずつ出来ることが増えてくると、難易度を上げた活動の方が意欲的に取り組もうとする

ことがあり、活動予定のものをレベルアップした活動を都度取り入れることができており、

継続していきたいと、講師と話をすることが出来ている。

戸外、室内を使って、英語を交えながら活動をする。歌を始まりと終わりに取り入れること

で、子どもの興味を引き、率先して活動が出来るようにする。

ボールをフープめがけて投げたり、ボールを講師と色を英語で伝えながら交換したりなど、

子どものアイデアを取り入れながら、活動をする。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

フォニックスコーディネーションの活動に慣れてきており、それぞれが意欲的に活動に参加することができてい

た。英語で話すことが恥ずかしい子もいたが、自然と耳にすることを続けている中で色などをしっかり伝えられる

ようになったり、「こうやったらいんじゃない？」とウレタンブロックなどを取り入れるアイデアや、保育者等と

ボールを交換したりなど自然と活動の中で関りが出来ていた。

歌に関しては同じ歌を継続して歌うことで、始まりの合図として子どもが捉えていたり、子どもも一緒に歌った

り、またそれを日常の活動の中や保護者の前で披露したりという姿も見られていた。


